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１．概要（Summary） 

近年，微小な液滴と剛体表面との衝突に関する研究が

盛んに行われている。その背景として、液滴のインパクト

はインクジェットプリンティング、伝熱などの様々な工学応

用で扱われている現象である。 

液滴と剛体表面との衝突現象を解明するために、液滴

の接触面に発生する力の分布を定量的に明らかにする

必要であるが、今まで液滴の衝突時に接触面の力分布を

直接に計測することが困難であった。 

そこで、本研究では、微小な液滴のインパクト時に液滴

と表面との力分布を直接に計測できるMEMS力センサア

レイを実現した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高 速 大 画 面 電 子 線 描 画 装 置 (ADVANTSET, 

F5112+VD01) 

【実験方法】 

剛体表面に数十 μm サイズの力センサのアレイを

MEMS 技術を用いて製作した。センサアレイに液滴をガ

ラス管から滴下した。ガラス管の先端とセンサとの距離を

変えることにより、衝突速度を調整した。液滴の衝突時に

液滴の接触面の力分布を解析し、衝突速度の影響を調

べた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

  液滴が剛体表面に衝突するとき、衝突の直後、接触面

の中心に圧力が最大となることが分かった。また、その最

大圧力が dynamic pressure よりも一桁大きいことが明ら

かになった。そして、その最大圧力の値は衝突速度と比

例して、Water hammerの圧力の影響が支配的であるこ

とが分かった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

グエン タン ヴィンは日本学術振興会の特別研究

員（PD）です。本研究の一部は JSPS科研費 25000010

の助成を受けたものです。 
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